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１．序論 

（１） 研究背景と目的 

もともと城下町であった岐阜県郡上郡八幡町（現

郡上市八幡町、以下、郡上八幡）は藩政時代、北町

（郡上八幡城を中心に武家地が多くを占めた吉田川

の北側）と南町（町人地が多くを占めた吉田川の南

側）に分かれていた。正調郡上おどり（以下、郡上

おどり）は、藩政時代から北町と南町の両方で行わ

れてきており、現在は郡上おどり保存会が中心とな

って運営されている。複数の縁日おどりによって構

成される郡上おどりは、平成 8年（1996）に国の重

要無形民俗文化財に指定され、令和 4年（2022）に

は民俗芸能「風流踊」の一つとしてユネスコ無形文

化遺産に登録された。文化財保護行政は近年、文化

財の保護だけでなく活用にも取り組んでいる。無形

民俗文化財は、人の活動によるところが大きく、有

形文化財よりも維持継承することが難しく、変化が

起こったこと自体も捉えにくいとされている 1。郡

上八幡では、まちの近代化や観光化が見られる。こ

うした状況において、郡上おどりがどのように展開

し、継承されてきたのかを明らかにすることは、社

会環境が変化する中、無形民俗文化財の継承と活用

を検討するに当たって意義あることといえる。 

郡上おどりに関して、伝統の維持と新たな創造に

関する先行研究は見られたものの、まちの近代化が

郡上おどりに与えた影響や、郡上おどりを構成する

縁日おどりの開催場所の変遷への言及はない。 

本研究では、郡上八幡の近代化とともに、どのよ

うに郡上おどりが継承され変化してきたのかを、本

来地域社会が異なっていた北町・南町ごとに変遷を

把握するとともに、現在における主体の取り組み内

容から明らかにし、今後の郡上おどりの在り方につ

いて示唆を得ることを目的とする。 

（２） 研究方法 

郡上おどり継承の中心である郡上おどり保存会設

立から現在に至るまで、郡上おどり保存会の取り組

みや郡上おどりの観光化から、時期を７つに区分（①

郡上おどり保存会設立期、②外部発信期、③観光化

期、④観光客受け入れ強化期、⑤郡上おどり 400 周

年記、⑥コロナ禍による中断期、⑦郡上おどり保存

会設立 100 周年期）し、北町・南町ごとに縁日おど

りの開催場所とその要因を、文献調査や現地調査か

ら把握した。次に、現在郡上おどりを担う主体の活

動内容とその動機を、長期的に郡上おどりの保存・

運用に取り組んできた主体（郡上おどり保存会Ａ氏、

郡上おどり運営委員会事務局Ｂ氏）と、郡上おどり

における新たな取り組みをしている主体（郡上節ガ

ールズバンドＣ氏・Ｄ氏、株式会社オドルキカクＥ

氏）、地元住民（郡上八幡在住 70代男性Ｆ氏（元役

所勤務））へのヒアリング調査から把握した。地元住

民の意見は、補足として郡上おどり保存活用計画に

向けた住民参加ワークショップ 2の記録も参照した。 

２．郡上八幡と郡上おどり 

郡上八幡は岐阜県中央の山間部にあり、中心には

吉田川が流れる。交通の要所として江戸時代から栄

え、水の町としての歴史的な町並みが現存している。

主な産業は観光サービス業で、年間観光客数は約

100 万人である。現在、北町には藩政時代の藩主に

関する施設（郡上八幡城や寺社など）と、武家用地

の転用による観光拠点施設がある。南町には廃藩後

の行政施設（旧庁舎記念館や現市役所など）がある。

「重要伝統的建造物群保存地区」は北町のみが選定

され、郡上市歴史的風致維持向上計画の重点地域で

ある「郡上踊にみる歴史的風致」には、北町と南町

の両方が含まれている。 

郡上おどりは約 400 年前から行われており、7～9

月の約 30 夜に実施する国内で最長期間の祭りであ

る。縁日おどりは多数あり、縁日おどりごとに開催

場所と日程が決められている。計 10 曲、踊り屋形

を囲む輪踊りであり、誰でも踊りに参加することが

できる。大正 11 年（1922）、郡上おどり保存会設立

から、観光化と文化財登録が進められてきた。 

 

図 1 郡上踊りの開催場所（2023 年）筆者作成 
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３．郡上おどりの変遷と郡上おどり保存会の動き 

時期区分ごとに縁日おどりの開催場所を見ると

（表１）、多様な祭礼や催事が、郡上おどり保存会に

よる踊りの統一化と、外部への発信や観光客の受け

入れ強化といった郡上おどりの観光化、役場の建設

や都市公園および文化施設の整備といったまちの近

代化・観光地化に即して縁日おどりとして追加され、

現在の郡上おどりとなった。もともと寺社で行われ

ていた北町では、観光客の増加とともに安全性確保

ため町中で行われるようになり、その後、武家用地

の転用による文化施設（ホテル積翠園や城下町プラ

ザなど）で開催されるようになっていた。寺社があ

ったものの、もともと町中で行われていた南町では、

廃藩後に整備された役場（旧庁舎記念館前）や都市

公園でも開催されるようになった。結果として、現

在の郡上おどりは、北町・南町ともに町中を中心と

した開催となっていた。それに伴って、名称が変更

（もともとの開催場所を追加）したおどりもあった。 

４. 郡上おどりを担う主体の継承への取り組み 

現在、郡上おどりの直接的な運営は、郡上おどり

保存会と郡上おどり運営委員会事務局（郡上市商工

観光部観光課）が担っており、新たな取り組みをし

ている主体の関与は見られなかった。新たな取り組

み主体は、郡上おどり以外の場で、それぞれ郡上お

どりを発信するなど、郡上おどりの運営と発信とい

った分業体制となっていた。今後の郡上おどりのあ

り方について、郡上おどり保存会は縁日おどりの由

来への回帰、株式会社オドルキカクは新たなターゲ

ット層の獲得、郡上節ガールズバンドは自分たちら

しい演奏や衣装、地元住民は昔のような自由さや外

部との交流など、今回のヒアリング対象者全員が郡

上おどりの新たな楽しさを見つけることとしていた。 

５．結論 

本来、大きくは寺社で行われていた北町の縁日お

どりと、町中で行われていた南町の縁日おどりは、

保存会によるおどりの観光化（踊りの統一化による

分かりやすさ、外部への発信、観光客への指導）、ま

ちの近代化（役場や都市公園の整備）および観光地

化（文化施設の整備と安全性確保）に伴って、「郡上

おどり」として開催場所及び内容が同質化すること

となっていた。ただ、現在全ての縁日おどり運営を

担っている郡上おどり保存会への負担は大きい。今

後は、今回ヒアリング対象とした新たな取り組み主

体や、各縁日おどりにもともと由縁する各開催場所

の町内会などの関係団体なども含めて運営主体とし、

郡上おどり保存会と緩やかな連携を図ることで、観

光客だけでなく地元住民も楽しみながら踊りに参加

すること、縁日おどりの多様な特徴が再び発揮され

ることが求められる。 
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Abstract: This study clarified the relationship between modernization of town and inheritance of Gujo Odori in Gujo 

Hachiman. With the modernization of the town, administrative functions moved from Kitamachi to Minamimachi. The 

modernization of the town led to the opening of several tourist facilities in Kitamachi, and the increase in the number of 

tourists participating in Gujo Odori led to the change in the venue to larger areas to ensure safety. As a result, the location 

and content of Gujo Odori has become homogenized. This is due to the many activities of the Gujo Odori Preservation 

Society, which is the main operator of the festival. The burden is heavy, so in the future, more entities should participate 

in the operation and the diverse characteristics of Gujo Odori should be demonstrated once again. 


